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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 8陣 

（テーマ：観光産業交流～観光立国への取り組み～，対象国：東ティモール） 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019プログラムの一環として、10月 29日～11月 6日まで東ティモールの

観光業従事者 17名が訪日しました。本招へいでは，東京都と岐阜県を訪問し「観光産

業交流～観光立国への取り組み」をテーマに国際交流事業を実施し、東京都では，テ

ーマに関する講義の聴講，江戸東京博物館等の視察，岐阜県で岐阜大学の学生とテー

マに関する意見交換，エコツーリズムを推進している下呂市の視察・表敬，郡上市八

幡町ではホームステイによる交流等を実施し，観光業関係者等との交流を通じて日本

の観光立国実現に向けた取り組みへの理解を促進しました。また帰国前の報告会で

は、訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しま

した。 

 

【参加国・人数】 東ティモール 17 名 

【訪問地】東京都・岐阜県 

 

 

２．日程    

10月 29日（火） 

【来日】【オリエンテーション】 

【テーマ関連講義】株式会社 JTB「日本のツーリズム産業の展望について」 

10月 30日（水） 

【テーマ関連講義】一般社団法人東ティモール協会「日本と東ティモールとの関係」 

【テーマ関連講義】つなぐひろげるおもてなし協会「おもてなし研修」 

【テーマ関連視察】江戸東京博物館 

10月 31日（木） 

【移動】岐阜県へ 

【テーマ関連講義・交流】岐阜大学 地域科学部 

11月 1日（金） 

【テーマ関連視察・表敬】下呂市エコツーリズム推進協議会 

 「下呂市エコツーリズム推進協議会の取り組み」 

【ホームステイ】岐阜県郡上市八幡町 

11月 2日（土） 

【テーマ関連視察】岐阜県郡上市八幡町 

【ホームステイ】岐阜県郡上市八幡町 

11月 3日（日） 

【ホームステイ】岐阜県郡上市八幡町 
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【移動】東京へ 

11月 4日（月） 

【テーマ関連視察】東京臨海広域防災公園 

【テーマ関連視察】オリンピック関連施設（お台場） 

11月 5日（火） 

【ワークショップ】 

【報告会】 

11月 6日（水） 

【離日】 

 

３．プログラム記録写真  

  

10月 29日【テーマ関連講義】 

株式会社 JTB 

「日本のツーリズム産業の展望について」 

10月 30日【テーマ関連講義】 

一般社団法人東ティモール協会 

「日本と東ティモールとの関係」 

  

10月 30日【テーマ関連講義】 

つなぐひろげるおもてなし協会 

「おもてなし研修」 

10月 30日（水）【テーマ関連視察】 

江戸東京博物館 
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10月 31日【テーマ関連講義・交流】 

岐阜大学 地域科学部 

11月 1日【テーマ関連視察・表敬】 

下呂市エコツーリズム推進協議会 

「下呂市エコツーリズムの取り組み」 

  

11月 1日【ホームステイ】 

岐阜県郡上市八幡町 

11月 2日【テーマ関連視察】 

郡上おどり保存会 

郡上踊り体験 

  

11月 4日【テーマ関連視察】 

東京臨海広域防災公園 

11月 4日【テーマ関連視察】 

オリンピック関連施設（お台場） 
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11月 5日【ワークショップ】 11月 5日【報告会】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆すべてが素晴らしく、今回JENESYSに参加できて本当に幸運でした。 

ホームステイ先で伝統的な日本料理を調理した事、文化（将棋崩し、折り紙、 

郡上踊り）を実際に体験した事が今回の旅のハイライトでした。 

 

◆エコツーリズムを体験して、未来に向けて美しい日本の自然を保護していくことを 

と観光産業の両立の大切さを痛切に感じた。東ティモールの観光業にこの取り組みの

考え方を早速、還元したい。 

 

◆日本の人々を尊敬していますし、おもてなしの素晴らしさ、日本人の心の温かさに 

感心しています。おもてなしの心を今後、東ティモールの方たちに伝えていきたい。 

 

５．受入れ側の感想 

◆岐阜大学地域科学部学生 

東ティモールの方との交流が出来てよかった。 

岐阜大学と東ティモールのパーマカルチャー（農業や環境）についての取り組みで 

共通している点があった事に驚きを隠せなかった。 

今後もSNSを通じて交流を図りたい。 

 

◆下呂市エコツーリズム推進協議会 

観点が観光産業に従事している方という事は事前に招致していたが、エコツーリズム 

やDMOに対する関心の高さに驚いた。またデータの見方や各数値に対する踏み込んだ 

質問を頂き、事業に対しての真剣さがうかがえた。 

 

◆郡上市民泊関係者 

国名を聞いたことがあるという程度の認知でしかなかった東ティモール共和国。 

充分な交流やおもてなしができるのかなという不安に対して、引き受けて大正解だっ

た。 

彼らの文化を紹介して頂いたり、こちらの伝統文化の踊りを紹介したり、 

とても楽しく有意義な時間を過ごすことができた。 



 

5 

 

６．参加者の対外発信 

 

 

 

一般社団法人東ティモール協会 

講義「日本と東ティモールとの関係」を 

受講しての発信 

（参加者 Facebookより） 

郡上市八幡町 

ホームステイを実施した上での発信 

（参加者 Facebookより） 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

（訪問地：東京都,岐阜県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループ A】おもてなし普及の取組み 

職場および学校の報告会で、日本で受講 

したおもてなし研修のおもてなしの心を 

紹介し、実践を図る 

【グループ B】エコツーリズムの普及 

下呂市のツーリズムの取り組みを NGO 

団 

体：PERMATIL と共有し、実施に向けた報 

告会を開催する 

プログラム実施言語）英語 プログラム実施言語）英語 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


